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教育基本法改悪阻止！  共謀罪制定阻止！  全労働者の団結で戦争と改憲の安倍政権を倒そう！

２００６年１２月６日　第３３号

●
国
会
前
座
り
込
み

◎
ハ
ン
ス
ト
者
、
６
〜
８
日
９
〜
18
時

◎
東
京
教
組
、
６
〜
８
日
16
〜
18
時

◎
都
高
教
、
６
〜
８
日
14
〜
16
時

◎
北
教
組
、
６
〜
８
日

◎
千
葉
高
教
組
、
７
日
13
〜
17
時
、

◎
全
国
連
絡
会
、
６
〜
８
日
の
９
〜
17
時

　

そ
の
他
、
都
教
組
や
神
高
教
等
も
。

●
12
月
6
日
（
水
）
17
時
〜
18
時
半
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
チ
ェ
ー
ン　

第
３
弾
」

●
12
月
８
日
（
金
）
夕
、
日
教
組
の

緊
急
中
央
集
会
・
デ
モ（
日
比
谷
野
音
）

行
動
予
定

　

５
日
夜
、
２
千
名
が
国
会
前
集
会

に
集
ま
っ
た
。
闘
い
の
気
運
が
急
上

昇
し
て
い
る
。

　
「
教
基
法
改
悪
を
と
め
よ
う
全
国

連
絡
会
」
の
集
会
は
午
後
６
時
か
ら

は
じ
ま
っ
た
が
、
す
で
に
４
時
す
ぎ

か
ら
国
会
前
は
か
な
り
の
人
手
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。
開
始
時
間
に
は

す
し
詰
め
状
態
、
通
路
を
開
け
る
の

も
大
変
な
ぐ
ら
い
だ
。
北
海
道
、
関

西
、
四
国
、
九
州
…
実
に
全
国
か
ら

国
会
前
に
か
け
つ
け
て
い
る
。

　

福
岡
の
人
は
地
元
で
７
千
人
集

会
を
実
現
し
た
と
報
告
。
ま
た
北
教

組
が
１
０
０
名
で
か
け
つ
け
「
明
後

日
は
３
５
０
名
で
登
場
し
ま
す
。
与

党
は
中
身
な
し
で
自
信
が
な
い
状

態
。
国
労
闘
争
団
を
見
習
っ
て
た
た

か
い
た
い
」
と
発
言
。
横
浜
の
学
生

は
「
怒
っ
て
ま
す
。
ヤ
ラ
セ
で
日
給

１
万
５
千
円
、（
教
基
法
改
正
が
）

お
か
し
い
の
は
誰
で
も
わ
か
る
」。

　

首
相
官
邸
前
に
移
動
し
て
大
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。
２
千
人
が
官
邸
前

で
長
蛇
の
列
。「
絶
対
に
廃
案
に
す

る
ぞ
」「
安
倍
を
倒
す
ぞ
」
と
渾
身

の
怒
り
を
叩
き
つ
け
た
。

　

朝
か
ら
国
会
前
は
様
々
な
闘
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
教
基
法
改
悪
反

対
の
ハ
ン
ス
ト
座
り
込
み
、
共
謀
罪

審
議
入
り
阻
止
の
一
日
行
動
、
キ
リ

ス
ト
者
ら
も
立
ち
続
け
た
。「
障
害

者
」
自
立
支
援
法
の
撤
廃
を
求
め

る
「
障
害
者
」
の
行
動
も
終
日
展
開

さ
れ
た
。
在
日
の
青
年
や
女
性
ら

１
５
０
人
も
朝
鮮
総
連
弾
圧
に
抗
議

し
て
座
り
込
み
を
続
け
た
。
い
ま
、

労
働
者
人
民
の
あ
ら
ゆ
る
怒
り
が
、

教
基
法
改
悪
・
改
憲
阻
止
、
安
倍
政

権
打
倒
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

国会前集会に2000人

　

労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
教
育
労
働
者

部
会
は
５
日
、「
森
越
（
日
教
組
）

委
員
長
は
即
刻
辞
任
せ
よ
」
の
ビ
ラ

を
国
会
前
で
配
布
し
た
。
座
り
込
み

に
来
て
い
た
日
教
組
の
組
合
員
か
ら

も
「
中
執
で
決
め
た
座
り
込
み
方
針

を
、
委
員
長
が
勝
手
に
否
定
す
る
権

利
は
な
い
。
許
せ
な
い
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
森
越
発
言
へ
の
怒

り
を
集
中
し
よ
う
。

安倍内閣打倒の声、高まる

「
森
越
は
委
員
長
を
辞
め
ろ
！
」　
広
が
る
組
合
員
の
怒
り



国会前
の発言
12月4日

員
長
は
「
教
育
は
危
機
的
で
あ
る
と
い
う
公

述
人
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
」
と
苦
し
紛
れ

の
言
い
訳
を
し
た
と
い
う
。
世
論
は
今
や
教

基
法
改
悪
反
対
が
多
数
で
あ
る
。

　

百
人
近
い
労
働
者
市
民
が
集
ま
り
、
新
潟

公
聴
会
へ
の
抗
議
闘
争
を
闘
っ
た
。４
日
朝
、

今
年
一
番
の
寒
さ
と
み
ぞ
れ
、
し
か
も
前
夜

か
ら
の
雪
が
歩
道
に
も
積
も
っ
て
い
る
。
労

組
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
新
潟
県
教
組
、
県
労

連
や
平
和
セ
ン
タ
ー
、
キ
リ
ス
ト
者
や
百
万

　
「
教
育
基
本
法
は
憲
法
の
次
に
大
切
。『
国

家
百
年
の
大
計
』
で
あ
る
教
育
を
審
議
す
る

に
は
、
時
間
が
少
な
い
」。
こ
の
発
言
は
、

自
民
党
が
推
薦
し
た
公
述
人
で
あ
る
。
４
日

に
神
戸
で
行
わ
れ
た
地
方
公
聴
会
で
、
太
田

勝
之
氏
（
兵
庫
県
立
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副

会
長
）
が
そ
の
よ
う
に
不
安
を
語
っ
た
。

　

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た
公
聴
会
で
も
、
４

人
の
公
述
人
の
う
ち
３
人
が
「
改
正
反
対
」

を
表
明
し
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
中
曽
根
委

人
署
名
運
動
の
人
た
ち
と
と
も
に
万
代
橋
隣

の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
前
い
っ
ぱ
い
に
横
断
幕

を
掲
げ
て
闘
っ
た
。

　
「
街
宣
許
可
が
出
さ
れ
て
い
な
い
」
と
警

察
が
妨
害
し
て
き
た
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
の

怒
り
に
火
が
つ
い
た
。「
密
室
の
公
聴
会
に

抗
議
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
か
！
」「
許

可
書
を
出
す
時
間
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
文
句
は
参
議
院
に
言
え
」。
会
場
前
は
騒
然

と
し
、教
基
法
改
悪
弾
劾
の
声
に
包
ま
れ
た
。

　

屋
外
で
の
抗
議
行
動
と
並
行
し
て
、
労
組

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
9
団
体
・
個
人
が
特
別

委
員
会
へ
の
請
願
を
行
な
っ
た
。
請
願
書
を

読
み
上
げ
た
上
で
、
密
室
の
公
聴
会
を
中
止

す
る
こ
と
、
強
行
採
決
を
や
め
る
こ
と
を
参

議
院
事
務
局
に
強
く
迫
っ
た
。

　

伊
吹
文
科
相
は
５
日
の
参
院
教
育
基
本
法

特
別
委
員
会
で
、
政
府
提
出
の
改
正
案
を
作

成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
行
憲
法
だ
け
で
な

く
、
自
民
党
が
昨
秋
ま
と
め
た
新
憲
法
草
案

と
「
整
合
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
11
月
27
日
の
審
議
で
も
伊
吹

文
部
科
相
は
「
自
民
党
の
新
憲
法
草
案
を
踏

ま
え
た
（
教
基
法
）
改
正
案
と
な
っ
て
い
る
」

と
あ
け
す
け
に
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
伊
吹
発
言
は
、
教
基
法
の
改
悪
が
改

憲
に
直
結
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。
改
憲

と
戦
争
の
た
め
の
教
育
法
改
悪
、「
教
育
改

革
」
な
の
で
あ
る
。
絶
対
に
阻
止
し
よ
う
。

自
民
の
推
薦
者
も「
反
対
」

公
聴
会
で
異
議
が
続
出
！

警
察
の
妨
害
は
ね
の
け

百
名
が
抗
議
行
動
新
潟

文
科
相
、「
教
基
法
案
は

改
憲
案
と
整
合
」と
発
言

●
ハ
ン
ス
ト
者
・
元
葛

飾
区
教
組
Ｋ
さ
ん

　

い
て
も
た
っ
て
も

い
ら
れ
ず
ハ
ン
ス
ト
に

入
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
を
み
て

い
た
ら
、
国
会
議
員
は
教
基
法
を
「
教
育
勅

語
」
と
呼
ん
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。
本
当
に

教
育
勅
語
の
教
育
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

絶
対
に
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
都
教
委
包
囲
ネ
ッ
ト
・
Ｗ
さ
ん

　

ヤ
ラ
セ
・
公
金
横
領
を
反
省
せ
ず
に
教
基

法
を
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
が
や

つ
ら
の
弱
点
。
も
っ
と
徹
底
的
に
暴
露
し
よ

う
。
教
員
か
ら
や
る
気
を
奪
っ
た
ら
教
育
は

成
立
し
な
い
。
改
悪
は
破
産
し
て
い
る
。
強

制
と
弾
圧
は
闘
い
を
生
み
、
広
げ
る
。
自
信

を
も
っ
て
た
た
か
お
う
。

●
百
万
署
名
運
動
兵
庫
連
絡
会
・
梶
原
さ
ん

　

４
日
の
神
戸
公
聴
会
は
百
人
以
上
で
抗

議
・
申
し
入
れ
し
た
が
、
全
過
程
、
密
室
で

行
わ
れ
た
。国
会
は
人
間
を
愚
弄
し
て
い
る
。

力
強
い
闘
い
で
切
り
開
い
て
い
く
し
か
な

い
。
一
週
間
全
力
で
闘
い
、廃
案
に
し
よ
う
。

●
呼
び
か
け
人
・
大
内
裕
和
さ
ん

　

教
基
法
改
悪
成
立
確
実
と
い
う
報
道
は
与

党
の
願
望
で
信
じ
る
必
要
は
な
い
。
彼
ら
は

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
改
悪
反
対
は
世
論

の
多
数
。
こ
れ
は
11
・
12
の
全
国
連
絡
会
集

会
や
各
地
の
集
会
の
成
果
。
特
に
国
会
前
座

り
込
み
・
リ
レ
ー
ハ
ン
ス
ト
が
大
き
か
っ
た
。

教
基
法
改
悪
反
対
は
格
差
社
会
を
変
革
す
る

前
向
き
な
取
り
組
み
だ
。
主
権
者
は
私
た
ち

で
あ
り
国
家
で
は
な
い
。
新
し
い
社
会
に
む

け
て
団
結
を
強
め
よ
う
。

●
呼
び
か
け
人
・
小
森
陽
一
さ
ん

　

国
会
を
一
人
一
人
の
声
が
動
か
し
て
い

く
、そ
う
い
う
方
向
を
つ
く
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
も
う
一
回
り
広
げ
た
と
き
勝
て
る
。

主
催
者
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
取
り
組
み
を
成

功
さ
せ
よ
う
。

●
呼
び
か
け
人
・
三
宅
晶
子
さ
ん

　

金
で
ヤ
ラ
セ
を
つ
く
る
の
は
教
育
と
は
正

反
対
。
公
聴
会
も
ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

と
同
じ
。
こ
ん
な
連
中
に
教
育
を
任
せ
ら
れ

な
い
。
９
・
21
予
防
訴
訟
判
決
で
東
京
の
教

員
に
対
す
る
文
科
省
の
極
限
的
な
い
じ
め
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
ん
と
し
て
も
阻
止
し

よ
う
。


